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大連市政治・経済情勢週報（平成 28 年 9 月 1 日～9 月 7 日） 

在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所 

 

【政治】 

31 日：肖盛峰市長主宰、第 15期市政府第 56 回常務会議開催 
31 日、肖盛峰大連市長主宰による第 15 期大連市政府第 56 回常務会議が開催され、「2016 年中国

国際特許技術と産品交易会」の準備状況について聞き取りを行い、「大連市イエローマーク車淘汰

工作方案」、「大連市危険廃棄物汚染環境防治方法」などの議題が審議・採択された。 

（1日付大連日報 1面） 

 

曹愛華・大連市副市長、厳重な規律違反の疑いで調査 
遼寧省紀律検査委員会の発表により、大連市党委常務委員で常務副市長の曹愛華が、厳重な紀律

違反の疑いで当局の調査を受けていることが分かった。（3日付大連日報 1面） 

 

6 日：唐軍書記、最高人民法院の賀栄副院長と会見 
 6 日、唐軍大連市党委書記は全国海事法院出張法廷及び情報化建設工作会議に出席するため大連

を訪れた最高人民法院の賀栄副院長と会見を行った。書記は会見上、大連海事裁判所の設立は、大

連の海洋経済発展に対し重要な作用を果たしていると述べ、最高人民法院の大連に対する支持に対

し感謝の意を示した。（7日付大連日報 1面） 

 

【経済】 

1 日：肖盛峰市長、自由貿易試験区設立に関するテーマ会議を開催 
31 日、高虎城商務部長が、党中央・国務院が遼寧省などの省・直轄市において新たに 7 つの自

由貿易試験区を設立することを決定した旨を公にしたが、1日、肖盛峰大連市長は自由貿易試験区

開設を研究するためのテーマ会議を開催し、大連市各部門による誘致活動の成果を評価した。 

(2 日付半島晨報 A11 面) 

 

1 日：肖盛峰市長、IBM 大中華区の陳黎明董事長と会見 
1 日、肖盛峰大連市長は IBM 大中華区の陳黎明董事長一行と会見を行った。同社は 2003 年に大

連に支社を設立し、現在大連支社は同社の中国における最大規模の戦略基地に成長している。 

（1日付半島晨報 A12 面） 

 

5 日：唐軍書記・肖盛峰市長、第一汽車グループの徐平董事長と会見 
5 日、唐軍大連市党委書記と肖盛峰大連市長は第一汽車グループの徐平董事長一行と会見した。

また、双方は一汽物流有限公司が大連汽車埠頭有限公司の株主になるための契約署名式に参加した。

同社は今後大連港を同社製品を海運輸送するための基地としていく見込み。(6 日付大連日報 1面) 

 

5 日：肖盛峰市長、山体公園の建設状況を調査研究 
5 日、肖盛峰大連市長は市内 4 区の政府、高新区管理委員会及び市政府関係部門の責任者らと、

市内の山体公園の建設状況を視察した。肖盛峰市長は、生態環境、民衆のニーズ、防火等にきめ細

かく配慮した公園の設計・施工を求めた。(6 日付大連日報 1面) 
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6 日：唐軍書記・肖盛峰市長、瓦房店市・長興島経済区のプロジェクトを検査 
6 日、唐軍大連市党委書記、肖盛峰大連市長、里景瑞大連市人代常務委主任及び李万才大連市政

協主席は、各市区県・開放先導区の党政の主要責任者、市党委・市政府の関係部門の主要責任者と

共に瓦房店市及び長興島経済区を訪れ、プロジェクト推進工作を検査した。(7 日付大連日報 1面) 

 

6 日：遼寧省政府、観光業のサプライ・サイド改革に関するテレビ電話会議を開催 
6 日、遼寧省政府は遼寧省観光業のサプライ・サイド改革の推進に関するテレビ電話会議を開催

し、中央発（2016）7号文件及び遼寧省党委・遼寧省政府の「サプライ・サイドの構造改革を推進

し、全面的な振興を促進することに関する実施意見」を貫徹するため、今後の作業について指示を

出した。肖盛峰大連市長が大連分会場にて会議に参加し、発言を行った。(7 日付大連日報 1面) 

 

6 日：肖盛峰市長、中国鉄建株式有限公司の庄尚標総裁と会見 
6 日、肖盛峰大連市長は中国鉄建株式有限公司の庄尚標総裁と会見を行った。先日、同社所属の

中国鉄建不動産グループは億達グループと戦略合作枠組取り決めを締結し、双方は今後大連生態科

技創新城のビジネス区開発、付属設備を含む総合的建設、スマート産業運営などに共同で取り組ん

でいく予定。（7日付大連日報 1面） 

 

【社会・文化】 

「2016 年大連国際老齢産業博覧会」開催 
星海会展中心にて開かれた「2016 年大連老齢産業博覧会」において、国内初の新型養老コミュ

ニティ施設「楽椿軒・長者小鎮」が来場者からの注目を集めた。「楽椿軒・長者小鎮」は建設面積

60 万平方メートル、総投資額 70 億元、開業後は 2万人が暮らせる予定の養老施設である。 

（4日付大連日報 2面） 

 

大連-西安直通の高速鉄道、10 日に開通 
大連から西安への直通高速鉄道が 10 日に開通することがわかった。直通便の開通により、従来

の路線で要した20時間以上を大幅に短縮する約11時間という乗車時間で西安に到着することが可

能となる。（6日付半島晨報 A10 面） 

 

 

 

（注）9月1日～9月7日の大連日報、半島晨報、大連晩報、新商報の記事をもとに作成。 

 

 

 


